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はじめに
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　経済広報センターでは、全国の会社員・主婦・中高年者の各層から成る「社

会広聴ネットワーク」を組織しており、毎回、メンバーを対象に様々なテーマ

に関する調査を行い、その結果をご報告しております。

　高齢化の進展に伴い、新しい社会保障制度のあり方が各方面で議論されてい

る中、今回は、当ネットワークのメンバー 2,880名を対象に、「医療制度」に

ついての調査を実施しました。前回（５月）の「高齢者介護問題」に引き続い

て、特に急務となっている高齢者医療制度改革や、医療分野での規制緩和など

について考察し、今後の医療制度について展望したいと考えております。

財団法人　経済広報センター

常務理事・事務局長

遠　藤　博　志
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1.調査の概要と回答者のプロフィール
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１．調査の概要

(1)調 査 対 象 ：2,880名

(2)調 査 方 法 ：郵送法

(3)調 査 期 間 ：1999年7月30日～8月16日

(4)有効回答数 ：2,191名（回答率：76.1％）

(5)調査の内容 ：医療制度に関する意識調査として、全国の会社員・主婦・中高年者に

　回答を求めた。（選択方式および自由記述方式）

２．回答者のプロフィール

回答数 2,191名　  内訳：男性 953名(43.5%)　女性 1,235名(56.4%)　性別無回答 3名(0.1%)　

※上段／実数(名)　下段／構成比(％)

■年齢・性別 60歳以上 無回答20・30歳代 40・50歳代

503 0

23.0 0.0

666 1,022

30.4 46.6

全体

男性

女性

■職業

会社員
843

38.5

会社役員
71

3.2

団体職員
57

2.6

団体役員
22

1.0

職業無回答
9

0.4

公務員
65

3.0

パートタイム・アルバイト
282

12.9

自由業
75

3.4

自営業
68

3.1

無職
221

10.1

専業主婦
364

16.6

学生
9

0.4

その他
105
4.8

会社員（団体職員含む） 993
45.3

職業無回答 9
0.4

非会社員 1,189
54.3

378 0

39.7 0.0

159 416

16.7 43.7

125 0

10.1 0.0

505 605

40.9 49.0
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2.高齢者医療のあり方について

問2-1　老人医療費を始めとする国民医療費の増大により、医療保険制度が存続できなくなる

という不安はありますか？　（単位：％）

（１）医療保険制度の存続について、不安は？　／　８割以上は「ある」

◆老人医療費を始めとする国民医療費の増大により、医療保険制度が存続できなくなるとい

う不安があるかと尋ねたところ、86.7％の人が「ある」と回答した。

◆世代別比較では、若い世代ほど、「ある」が増加している。
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【性別・世代別比較】

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20・30歳代

40・50歳代

60歳以上

女性

男性 85.7

87.4

82.3

87.5

88.7

7.6

3.8

4.8

9.5

3.3

6.6

8.6

8.0

7.6

7.7

0.1

0.2

0.2

0.1

0.3

無回答

わからない

ないある

ある　86.7%

ない 5.4%

わからない

7.7%

無回答 0.2%
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問2-2　医療保険制度全体の破綻を防ぐために、現在さまざまなことが検討されていますが、

特に有効だと思うことは何ですか？　（複数回答：3つまで／単位：％）

（２）医療保険制度の破綻を防ぐには　／　乱診・乱療、安易な投薬を防止する
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◆医療保険制度全体の破綻を防ぐために、特に有効だと思う施策について尋ねたところ、

「乱診乱療を防止するための制度改正を行う」と「 安易な投薬を防ぐための制度改正を

行う」の2項目が、ほぼ同率で第１位、２位となった。第３位は「 医療機関からの保険

金請求の審査を厳格にする」で、ここまでが50％を超えた。

◆性別比較では、第４位の「 医療費の自己負担割合を増やす」は、男女で約20ポイントの

差がある。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

乱診乱療を防止するための制度

改正を行う

 安易な投薬を防ぐための制度改

正を行う

 医療機関からの保険金請求の審

査を厳格にする

 医療費の自己負担割合を増やす

公衆衛生向上など疾病予防施策

を強化する

老人保健に対する拠出を軽減ま

たは廃止する

 医療保険の保険料率を上げる

 医療保険制度を廃止し、医療費

は全額自己負担とする

その他

わからない

無回答

全体

男性

女性

(%)

0.1

0.3

4.1

1.2

7.8

19.4

19.5

30.5

56.7

75.1

77.5

0.1

0.2

1.4

3.6

11.6

18.9

18.4

41.6

50.2

71.6

76.8

61.8

0.0

0.3

4.5

1.1

4.9

19.8

20.5

22.0

78.0

78.1
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問2-3　少子高齢化の進展による老人医療費の急増や、若年者と高齢者では疾病率や医療内容

が異なることなどから、現在の老人保健制度を抜本的に見直し、一般の医療保険とは

別に、新しい高齢者医療制度をつくるべきかどうかの議論が行われています。それに

ついてどう思いますか？　（単位：％）

（３）新しい高齢者医療制度について　／　半数以上が「つくるべきだ」
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◆現在の老人保健制度を抜本的に見直し、新しい高齢者医療制度をつくるべきかどうかにつ

いて尋ねたところ、「新しい高齢者医療制度をつくるべきだ」が半数を超え、最も多かっ

た｡

◆「現行制度の枠内で手直しするべきだ」は３分の１強を占めているが、「現行制度のまま

で、変える必要はない」は２％に過ぎなかった。

◆世代別比較では、｢新しい高齢者医療制度をつくるべきだ｣が若い世代ほど増加している。

【世代別比較】

新しい高齢者医療制度

をつくるべきだ51.1%
現行制度の枠内で

手直しするべきだ
36.9%

現行制度のままで、

変える必要はない 2.0%

わからない

8.9%

無回答 0.2%

その他 1.0%

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20・30歳代

40・50歳代

60歳以上

59.5

51.2

40.0

26.7

52.3

35.9

0.8 0.9

4.2 0.6

1.8 1.2

2.4

9.9

12.2

0.6

0.1

0.0

無

回

答

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

現行制度のままで、

変える必要はない現行制度の枠内で

手直しするべきだ

新しい高齢者医療制度

をつくるべきだ
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問2-4　現在の老人医療費は、その約３分の２が健康保険組合を始めとする各種医療保険から

の拠出金でまかなわれており、70歳未満の人の保険料の30％程度が老人医療費に充て

られていることになります。今後、老人医療費は急増することが予想されていますが､

その財源をどうすればいいと思いますか？　（単位：％）

（４）今後の老人医療費の財源は　／　増加分は国や地方自治体からの税金で
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◆今後、急増すると予想される老人医療費の財源をどうするべきかを尋ねたところ、「保険

料からの拠出は現状程度にとどめ、増加分は国や地方自治体からの税金を充てる」が最も

多く、５割以上であった。

◆世代別比較では、「保険料からの拠出は現状程度にとどめ、増加分は国や地方自治体から

の税金を充てる」という回答が、世代が上がるほど増加している。

【世代別比較】

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20・30歳代

40・50歳代

60歳以上 12.1

14.1

12.3

50.8

64.0

49.4

13.5

17.5

10.5

5.4

10.3

14.9 12.8

7.3

4.0

0.2

0.0

1.0

無

回

答

現行制度と同様に、70歳未

満の人が払う保険料の一定

割合を老人保健へ拠出する

13.1%

保険料からの拠出は現

状程度にとどめ、増加

分は国や地方自治体か

らの税金を充てる
53.4%

 保険料からの拠出を止め

て、税金で老人医療費を

負担するようにする

14.5%

その他

10.5%

わからない

8.2%

無回答 0.3%

現行制度と同様に、

70歳未満の人が払う

保険料の一定割合を

老人保健へ拠出する
保険料からの拠出は現状程度

にとどめ、増加分は国や地方

自治体からの税金を充てる

 保険料からの拠出

を止めて、税金で

老人医療費を負担

するようにする
そ

の

他

わ

か

ら

な

い
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問2-5　現在の老人保健制度では、高齢者の自己負担額は外来の場合は1回530円（自己負担

は月４回が上限）、入院の場合は1日1200円という定額となっています。しかし、

高齢者にコスト意識を持ってもらうためにも、これからの高齢者医療制度では、定

額ではなく１割負担などの定率とするべきだという意見もあります。これについて

どう思いますか？　（単位：％）

（５）高齢者の自己負担額について　／　上限を設けた上で定率負担とするべき
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◆今後の高齢者医療における自己負担のあり方について尋ねたところ、「上限を設けた上

で定率負担とするべき」が最も多く、約６割を占めた。

◆世代別比較では、「定率負担とするべき｣｢上限を設けた上で定率負担とするべき」は、

若い世代ほど増加している。

(%)

20・30歳代

40・50歳代

60歳以上 20.3

12.8

7.8

22.1

18.7

23.0

58.1

60.2

62.6

0.8

2.9

4.2 2.4

1.7

1.0

0.0

0.3

1.2

無

回

答

わ

か

ら

な

い

その他

上限を設けた上で定率負担とするべき

定率負担と

するべき

定額負担の

ままで良い

定額負担のままで良い

13.0%

定率負担とするべき
21.6%上限を設けた

上で定率負担

とするべき
60.4%

無回答 0.4%わからない 1.7%

その他 2.8%

【世代別比較】

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問2-6　現在の老人保健制度は、70歳以上の高齢者については、その全員を対象としていま

す。しかし、実際には高齢者でも一定の所得のある人は多く、新しい高齢者医療制

度では、対象に所得制限を設けるべきだという意見があります。これについてどう

思いますか？　（単位：％）

（６）新しい高齢者医療制度の対象について　／　所得制限を設けるべき
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◆新しい高齢者医療制度では、対象に所得制限を設けるべきだという意見があることに

ついて尋ねたところ、「所得制限を設けるべきだ」が最も多く７割強を占めた。

◆世代別比較では、「所得制限を設けるべきだ」は若い世代ほど多く、「所得制限は設

けるべきではない」は世代が上がるほど増加している。

【世代別比較】

所得制限を設

けるべきだ

71.5%

所得制限は設け

るべきではない 13.1%

どちらとも

いえない

13.7%

無回答 0.7%わからない 1.0%

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20・30歳代

40・50歳代

60歳以上

75.2

70.8

68.0

7.8

20.1

13.1

15.5

14.6

9.5

1.4

1.1

0.4 2.0

0.4

0.2

無

回

答

わからない
どちらともいえない

所得制限は設け

るべきではない所得制限を設けるべきだ
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（１）医療分野の規制緩和全般について　／　規制緩和を進めるべき

◆医療分野の規制緩和全般について尋ねたところ、「規制の必要性を検証し、規制緩和を進

めるべき」が最も多く、８割を超えた。「基本的に全ての規制を撤廃すべき」と合わせる

と、約95％の人が規制緩和すべきだと回答した。

◆性別・世代別比較では、女性よりも男性が、また、世代が上がるほど、「基本的に全ての

規制を撤廃すべき」が増加している。

問3-1　医療分野の規制緩和全般について、どう思いますか？　（単位：％）
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3.医療分野での規制緩和について

【性別・世代別比較】

20・30歳代

40・50歳代

60歳以上

女性

男性

8.4

14.2

21.5

8.2

21.8

86.2

72.8

81.0

85.0

75.0

1.1

2.2

2.8

2.2

1.7

0.3

0.4

1.0

0.3

0.7 0.6

4.2

1.8

2.2

4.1

0.1

0.1

0.2

0.1

0.0

無

回

答

わからない

より規制を強化すべき

現在以上の規制緩和

は行うべきではない

規制の必要性を検証し、

規制緩和を進めるべき

基本的に全

ての規制を

撤廃すべき

基本的に全ての規

制を撤廃すべき

14.1%

規制の必要性を検証し、

規制緩和を進めるべき

80.7%

現在以上の規制緩和

は行うべきではない 2.0%

より規制を強化すべき 0.5%

わからない 2.6%

無回答 0.1%

(%)
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問3-2　現在、民間企業が新たに診療所や病院の経営に参入することは禁止されていますが、

この規制を緩和することについてどう思いますか？ （単位：％）

（２）民間企業の参入規制について　／　規制緩和に賛成
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◆現在、病院経営への実質的な参入規制(民間企業の新たな病院経営の禁止など)があるが、

この規制を緩和することについて尋ねた。その結果、「どちらかといえば賛成」が最も多

く５割弱であった。「賛成」と合わせると、約８割が賛成と答えている。

◆性別に比較すると、「賛成」の割合いは、男性が女性を約30ポイント上回っている。

賛成  34.8%

どちらかといえば賛成

44.5%

どちらかと

いえば反対

11.8%

反対 2.7%

わからない 6.1%
無回答 0.1%

女性

男性

22.1

51.3

51.3

35.6

15.1

7.6

2.8

2.5 2.7

8.7

0.3

0.0

無

回

答

わ

か

ら

な

い

反

対

どちらかといえば反対

どちらかといえば賛成賛成

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

【性別比較】
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問3-3　問3-2で「賛成」または「どちらかといえば賛成」と答えた方のみにお尋ねします。

民間企業の病院経営参入によって、特に期待することは何ですか？　（問3-2で「賛

成」または「どちらかといえば賛成」と答えた1,737名対象／複数回答：3つまで／単位：％）

（３）民間企業の参入に期待すること　／　医療サービスのレベル向上が第１位
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◆問3－2で「賛成」または「どちらかといえば賛成」と答えた1,737名を対象に、民間企

業の病院経営参入に特に期待することについて尋ねたところ、「医療サービスのレベル

向上」が第１位で、９割以上となった。第２位は、「コストダウン」であった。

◆「コストダウン」への期待は、男性が女性を14ポイント上回っている。

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

医療サービスのレベル向上

コストダウン

経営管理改善による事故の防止

診療所や病院の新設

病院従業員の雇用の改善

経営の安定

その他

無回答

94.0

76.3

44.4

30.3

19.5

17.4

3.7

0.1

93.5

83.6

40.1

33.6

15.5

19.3

3.7

0.0

94.5

69.6

27.3

23.3

15.8

3.8

0.0

48.5

全体

男性

女性
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（４）医療機関の情報伝達や広告宣伝の規制について　／　規制緩和すべき
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◆医療機関の情報伝達や広告宣伝の規制について尋ねたところ、「一定の制限を設けた上

で、規制を緩和すべき」が 最も多く、約７割。次が「規制を廃止すべき」で、約２割で

あった。合わせて９割以上の人が規制緩和を支持している。

◆性別比較では、男性は女性よりも「規制を廃止すべき」が、約19ポイント多くなってい

る。

問3-4　現在、病院や診療所はインターネットのホームページなどで情報開示することは認

められていますが、積極的な情報伝達や広告宣伝活動は規制されています。これに

ついてどう思いますか？　（単位：％）　　

【性別比較】

(%)0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

規制を廃止すべき

21.2%

一定の制限を設けた上

で、規制を緩和すべき

70.1%

現行の規制を維持すべき  5.9%

無回答  0.5%

わからない  1.8%

より規制を強化すべき 0.5%

女性

男性
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2.5
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0.2

無

回

答

わ

か

ら

な

い

より規制を強化すべき

現行の規制を維持すべき

一定の制限を設けた上で、規制を緩和すべき規制を廃止すべき
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（１）医療制度に関する意見・感想　その１

◆医療制度に関する意見・感想を、自由記述方式で回答してもらった。その中から主なも

のを、以下に列記する。（世代・性別・職業順）

◆国民医療費増大に対する懸念が多く表明され、特に乱診乱療・過剰投薬への疑問が多く

出されている。規制緩和による医療分野での競争促進に期待する人も多い。
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４.自由記述回答

◆病院の経営にも、民間同様「プロの経営者」によ

る運営が必要だと思います。競争原理の導入によ

り、コストを含めたサービスは、必ず向上するは

ずです。（20歳代／男性／会社員）

◆健康保険組合の多くがいつ破綻してもおかしくな

い状況にあることは、現在20歳代の私にとって不

安なことです。自分が老人になった時、子供たち

の世代には助けてもらえないだろうと思います。

特に、今の診療報酬制度には疑問を感じており、

診察の内容、医師のレベルに関わらず、高額な医

療費を支払っている点は、常々、納得がゆきませ

ん。一度医師免許をとってしまえば生涯高所得が

得られると考えている、営利本位な医師も多いの

で、診療報酬制度の改正や、民間の参入など、荒

療治が必要だと思います。（20歳代／女性／専業

主婦）

◆公平な医療制度のあり方を、根本から考え直す時

代になっていると思う。医療機関には、コスト意

識とサービス精神の両方をお願いしたい。（30歳

代／男性／会社員）

◆医療分野に関する規制緩和を進めると同時に、老

人医療費の自己負担比率を上げて、病院の老人ク

ラブ化を防ぎ、必要以上の投薬を防止するべきで

ある。（30歳代／男性／会社員）

◆保険制度は廃止し、「自分の備えは自分の責任で

行う」べきだと思います。病気や老後が心配だっ

たら、若いうちに自分で貯蓄すればいい。自由主

義社会に生きる人間として当然のあり方だと思い

ます。（30歳代／男性／会社員）

◆医師の高所得を保障するような保険制度は、健常

者の負担を強いるものだと考えます。保険で支払

われる医療費についても、見直すべきではないで

しょうか。（30歳代／男性／会社員）

◆健保組合財政の悪化もあり、新聞などでも老人医

療が目の敵にされている気がする。しかし、平均

寿命が延び、老人人口が増えれば、老人医療費が

増えるのは当たり前。誰でも老いるのだから、老

人医療制度が諸悪の根源という式の感情的議論は

避け、医療・保険のあり方について総合的かつ冷

静な議論を求めたい。（30歳代／男性／会社員）

◆規制緩和という路線の中で、公共の福祉との両立

を図るべき。（30歳代／男性／会社員）

◆現在の医療のあり方には、あまりにも問題があり

すぎると思う。乱診乱療や投薬過多の問題、大病

院での３分診療といわれている問題など、抜本的

に改善すべきである。（30歳代／女性／会社員）

◆高齢者でも、資産を持ち、経済的に豊かな人も多

い。高齢だからという理由だけで、医療費の自己

負担を軽くすることはない。また、一般の人は医

療費の明細を知らされても、それが適当であるか

どうか判断できない。わかりやすい情報開示が望

まれる。（30歳代／女性／パートタイム・アルバ

イト）

◆医師が特権化したり、過分な投薬が行われたりす

るのは、すべて医療という分野が専門的で、一般

人には理解しにくいせいだと思う。医療もひとつ

のサービス産業として情報開示され、競争原理が

働けば、質の向上も望めると思う。万人に保障さ

れるべき分野なので、高齢者保護やある種の規制

はもちろん必要だろうが、規制緩和されることで

医療レベルが向上することを期待する。（30歳代

／女性／専業主婦）

◆老人が健康に注意するのは良いことだと思うが、

血圧測定やあんま程度で、毎日病院を利用するの

はどうかと思う。老人になれば、持病などが増え

るのは当然のことなのだから、治療費を若い人に

比べて安く設定すれば良いのではないか。老人専

門の病院をつくったり、保健婦などの活用も重要

なのではないか。（30歳代／女性／専業主婦）

◆少子高齢化により、老人保健医療への拠出が増加

しています。定額制をやめ、定率制にすべきだと

思います。どんな高額な精密検査をしても、70歳

以上の人は定額で、その他の人は定率というのは

不公平です。小児医療助成は年齢制限があり、所

得制限もあります。子育て支援や少子化対策のた

めには、すべての小児が医療助成を受けられるよ

うにしてほしい。（30歳代／女性／専業主婦）

◆医療制度そのものよりも、乱診乱療、安易な投薬

といった医療機関の体質改善が求められるのでは

ないでしょうか。（30歳代／女性／専業主婦）
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◆病院も一種のサービス業だと思うのだが、消費者

が病院を選択するための情報が、非常に少ないよ

うに思う。病気になったとき、どこの病院に行け

ばいいのか、どこの病院が親切で、より良い治療

が受けられるのか。基本的にどこの病院でも同じ

治療を受けられるはずだが、実際にはきちんとし

た説明もなく、一方的に治療や検査をされたり、

医師の高圧的な態度で不愉快な思いをしたことが

ある。消費者も自分で情報を収集するべきだとは

思うが、もっと技術面や設備など、病人が安心し

て治療を受けられるように、情報公開をしてほし

い。（40歳代／女性／公務員）

◆無駄な医療をなくせば、かなりの節約になると思

う。まず、不要な治療・不要な投薬の削減からス

タートすべき。（40歳代／女性／自営業）

◆老人だからと優遇することなく、所得のある高齢

者に医療費を負担してもらうべきだと思う。働き

盛りで病に倒れ、年金もなく医療費を負担し、妻

のパートで苦しい生活をしているケースもある。

高齢者を特別扱いすることは絶対許されるべきで

はないと思う。これ以上、子孫にツケを回しては

いけない。（40歳代／女性／パートタイム・アル

バイト）

◆現在の定額制の老人保健制度は、高齢者がいつで

も医療を受けられるという点では優れていると思

うが、過剰に医療機関に頼るという姿勢に傾くよ

うに思う。自分の健康管理は自分で行うというこ

とが基本。定額ではなく、定率負担にしたほうが

よいと思う。（40歳代／女性／専業主婦）

◆医は人の命を預かるものであり、「医は算術」的

なものにつながるような、規制緩和はやるべきで

はない。（50歳代／男性／会社員）

◆現在の医療制度は医師会の力が強く、行政が自力

を発揮できていない。弱者の立場から見た政策を

遂行してほしい。（50歳代／男性／会社員）

◆医療保険からの老人医療への拠出金が約63％もあ

り、高齢化社会と制度の見直しの必要性を実感し

ます。（50歳代／男性／会社員）

◆医療保険制度が診察する側・受ける側のコスト意

識を麻痺させていないか。医療費の自己負担割合

を増やし、上限を設定し、限度以上に対しては還

付するなどの方法が検討されるべきと考える。

（50歳代／男性／会社員）

◆必要のないダムや林道の建設に使われている税金

を老人医療費に回せば、解決できる問題である。

（50歳代／男性／会社員）

（２）医療制度に関する意見・感想　その２

◆医療制度維持のための問題が差し迫るにつれて、

若い世代の負担がますます深まる方向に、法律な

どが改悪されていくように思う。年金問題など、

高齢社会がもたらす若い世代への不公平感解消の

ためには、既得権を守ろうとする各種圧力団体な

どに負けずに、抜本的な新制度を取り入れる決断

が切望される。（30歳代／女性／専業主婦）

◆医療制度改革では、圧力団体の既得権構造にメス

を入れない限り、制度改革は不可能だ。皆保険制

度が崩壊しないうちに、診療報酬制度の改革を行

う必要がある。報酬制度がいびつだから、薬価差

益に依存する構造が生まれると思う。薬価差益は

過剰投与につながり、医療保険制度を圧迫してい

る。こうした構造を明らかにして、国民の間に改

革気運をもっと盛り上げることが必要である。

（40歳代／男性／会社員）

◆医療は基本的には自己責任、自己負担であるべき

だと考えます。これに基づいて制度の改定を行う

べきと考えます。（40歳代／男性／会社員）

◆グローバル・スタンダードが日本を席巻している

が、次はいよいよ医療かという感を強くした。自

由化は、基本的にはユーザーが益を得るのだが、

果たして医療ではどうか。若干の疑問が残る。

（40歳代／男性／会社員）

◆国会議員の定数削減や官公庁の徹底したリストラ

などの行政改革で、医療保険制度の財源は確保で

きるはずである。（40歳代／男性／会社員）

◆老人医療が急増している原因は、単に高齢者が増

えているからという理由ではない。むしろ制度的

な問題の方が大きいと思う。（40歳代／男性／団

体職員）

◆先日、父の通院に同行して、老人医療費の安さに

びっくりしました。また、外来の老人の多さにも

驚きます。自分がその年齢になればそうなるのか

もしれませんが、それにしても、本当に通院が必

要なのか、という気がします。（40歳代／女性／

会社員）

◆情報開示を進め、透明性を高めてほしい。老人保

健制度は、医療制度の枠内だけでなく、福祉政策

全体の中で考えるべき問題である。（40歳代／女

性／団体職員）

◆医療費の仕組みがどうなっているのか、あまり情

報が公開されていない。私自身も、これまで請求

されるがままに医療費を払っていた。コスト意識

などを持つためにも、医療に関する情報公開は急

務だ。（40歳代／女性／団体職員）
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◆患者は医療費を請求されるがままに支払わざるを

えない仕組みとなっており、これが問題である。

解決策として、一つは診療点数と単価のディスク

ロージャーの徹底、チェック制度・機関を設けて

抑制する方法などが考えられる。（50歳代／男性

／団体職員）

◆医療・介護・年金は、最低限（人、ケースなどご

とに）は税金で賄うべき。あとは自助努力で。税

金を財源とすることには限界があるが、現在の行

財政改革をもっとドラスティックに進め、公共投

資などはもっと大幅に削減して、財源としたい。

（50歳代／男性／無職）

◆カルテ・レセプトが自由に見られるようになるべ

き。領収書の受け取りだけでなく、明細（薬・注

射・検査・診察料など）が記入されたものが受け

取れる時代が早く来てほしい。（50歳代／女性／

パートタイム・アルバイト）

◆医療制度でまず感じることは、月々の国民健康保

険料の支払い金額の上に、またも病院の窓口での

支払い金額の高さに驚くことである。その多くが

薬代である。たとえば皮膚科で、塗り薬で済むの

に飲み薬を出す。「飲まないから」とことわって

も、飲んでくださいと出されて３年以上になる。

不条理なことだ。老人医療にも、まだまだ不要な

薬が出され続けている。ビタミン剤などは、食事

指導で十分改善できると思うのだが。医療制度に

ついては根本的な見直しが必要だと思う。（50歳

代／女性／無職）

◆老人医療は、老化の進行を止めるという方向で治

療・投薬がなされているようだが、実際は必要な

いと思われることの方が多い。経済的な面からの

病院の方針ではないかと思われるので、その点を

しっかり見極めてほしい。（50歳代／女性／専業

主婦）

◆民間企業が新たに診療所・病院の経営に参入する

ことは、医療サービスの向上に貢献すると思う。

（60歳代／男性／会社員）

◆医者の人格・医療技術の低下があるように思われ

る。医療制度もさることながら、それを支える人

材育成など、人的側面も検討が必要。（60歳代／

男性／会社役員）

◆正確な医療のため、別の医師によるセカンドオピ

ニオンが必要といわれています。しかし患者から

の申し出は困難で、ダブル診療による医療費の増

加も問題です。セカンドオピニオンを受けやすく

し、費用の増加を抑える制度が必要です。（60歳

代／男性／公務員）

◆医療制度は非常にわかりにくく、抽象的な議論に

なりやすい。問題を細分化し、きちんと具体的に

考えるべきだ。老人医療費に関しては、税金に一

本化して考えたほうがわかりやすいと思う。（60

歳代／男性／無職）

◆現状の制度の見直しが必要と考える。利用者の負

担増および国の助成などを含め検討すべきである

が、政治家の判断・実行を期待する。（60歳代／

男性／無職）

◆自分が高齢者に近づいてきたので、現行の高齢者

に優しい制度の大枠を変更しないでほしいと願い

ます。医師の養成プロセスにおいて、単に偏差値

が高いだけでなく、人間性で選ばれるように。ど

うせ医師にかかるなら、温かい医療を受けたいと

願います。（60歳代／女性／パートタイム・アル

バイト）

◆できるだけ早く改善すべき課題だと思います。そ

して病気にならないような生活改善や、早期発見

に努めていく対策が必要だと思います。（60歳代

／女性／専業主婦）

◆病院、特に大学病院の待ち時間の長さを改善でき

ないものか。病気になってからの医療制度より、

予病対策が重要と考える。また、病後、一日も早

く平常の生活に戻れるようなリハビリなどについ

ても充実すべく、努力してほしい。（60歳代／女

性／その他職業）

◆この50年間によくもここまできたな、という実感

を持っています。今後、高齢者問題、新しい高度

医療技術の開発による医療費の高騰など、ますま

す医療費の必要性は高まると思うので、診察・治

療・投薬などの合理化を思い切って行ってもらい

たい。（70歳以上／男性／団体役員）

◆70歳以上は、７月から数種類の薬をもらっても無

料になったせいか、夏風邪で近くの病院に行った

ら、抗生剤から胃腸薬・トローチ・うがい薬など

６種類もの投薬を受け、栄養剤の注射までしてく

れた。親切なのはありがたいが、老人医療費の冗

費そのもののように感じた。一人でも多くの客を

ひきとめておきたいのでしょうが。（70歳以上／

男性／無職）

◆医者・看護婦の数を増やすと同時に、医療事故・

不祥事を厳罰に処することと、業績の公開はでき

ないか。医療の監視機関を作り、カルテの公開、

セカンドオピニオン制度を推進する。自由競争、

広告、デイスクロージャーの推進などが必要であ

る。（70歳以上／男性／無職）
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（３）医療制度に関する意見・感想　その３
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